
気になる子どもの早期発見と対応

14：00 1．挨　拶
　　大阪大学大学院　医学系研究科保健学科　教授　永井　利三郎

14：05 2．地域での早期発見・対応の現状と課題
　　　～就学前から就学後への連携を中心に～
　　岸和田市保健福祉部　心理士　立田　幸代子

14：35 3．通園施設での取り組みと課題
　　こどもデイケアいずみ　保育士　澤井　真理

15：05 　　休　　憩

15：20 4．広汎性発達障害児への対応のポイント
　　あいち小児保健医療総合センター　医師　東　　誠

16：55 5．閉　会
　　大阪市立大学大学院　医学研究科発達小児科学　教授　山野　恒一

プログラム

テーマ

大阪小児科学会　公開講演会（日本小児科学会「子どもの健康週間」事業）

日 時 平成 19 年 10月14日（日）

場 所 大阪市立総合医療センター「さくらホール」
　（大阪市都島区都島本通 2丁目13 番 22 号）

14 時 00 分～17 時 00 分

〈主　催〉　大阪小児科学会
〈共　催〉　大阪小児科医会、大阪小児保健研究会
　　　　大阪大学医学部保健学科、現代GPプログラムワーキング



《  講師のプロフィール  》

立田幸代子（たつた・さよこ）さん

岸和田市保健福祉部　心理士。1999年３月、立命館大学産業社会学部発達福祉コース卒業。
2001年３月、立命館大学大学院社会学研究科博士前期課程修了。2004年３月、博士後期
課程満期退学。2004年４月より岸和田市役所勤務。社会福祉士、応用心理士。大学院で発
達・認知心理学の指導を受け、自閉症児の発達研究：特に「心の理論」に関する研究を続ける。
大学院時代から、寝屋川市・高槻市・茨木市・近江八幡市などで非常勤相談員として活動。

澤井　真理（さわい・まり）さん

こどもデイケアいずみ　保育士。平成８年３月、甲南女子大学文学部人間関係学科心理学
専攻卒業。平成12年３月、甲南女子大学大学院文学研究科心理学専攻博士前期課程修了。
平成12年６月、社会福祉法人東大阪市社会福祉事業団東大阪市療育センター勤務を経て、
平成15年４月より社会福祉法人三ヶ山学園こどもデイケアいずみ（知的障害児・肢体不自由
児通園施設）に勤務し、主に自閉症児のクラスを担当し、療育に取り組んでいる。

東　　　誠（ひがし・まこと）さん

京都市出身。医師。平成６年、愛媛大学医学部卒業。大阪大学医学部付属病院放射線科、大阪
府立母子保健総合医療センター小児放射線科を経て、平成１１年４月、名古屋大学医学部付属
病院精神科に入局。総合心療センターひなが児童精神科をへて、平成１５年４月より、あいち
小児保健医療総合センター心療科医長在職。専門は児童精神科（児童青年の発達障害・情緒
障害）。
（講師から一言）「安心して帰れる診察」を目指して、毎日子どものこころの診療に取り組んで
います。「広汎性発達障害」「アスペルガー症候群」…最近、その名前は知られるようになりま
したが、どんな障害で、どう対応していけばいいのか、困惑されているご家族や指導者の方が
まだまだおられるのが実情です。「障害」ではなく「苦手さ」という観点から、子どもたちの
よりよい未来のための小さな助けになればと考えています。
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ごあいさつ

　日本小児科学会は子どもの健康の保持・増進に力を注いでまいりました。その1つとして、

毎年「体育の日」の前後１週間を「子どもの健康週間」として、この期間に子どもの健康にか

かわる講演会や色々な企画が全国でなされております。

　大阪小児科学会もこの時期に種々のテーマで、子どもの健康にかかわる方々を対象に講演会

を開催してまいりました。昨年も「小児の発達障害」に関するシンポジウムを開催させていた

だきましたが、大勢の参加者で会場に入れない状況でした。

「小児の発達障害」は早期発見（診断）とその後の対応になお多くの問題が残されておりま

す。発達障害は他の疾患にくらべ早急な治療効果が見られない疾患であり、専門家も少なく、

十分な治療プログラムもない状況かと思います。このような状況の中でこれらの課題に必死で

取り組んでいるのが現状かと思います。

　今年も「発達障害を持つ子どもの家族への支援」をメインテーマに、主に診断後の取り組み、

対応に焦点を合わせたシンポジウムが企画されました。これらの問題に取り組んでおられる先

生方から多くの素晴しい試みが紹介されるものと思われ、発達障害を持つ子ども達の御家族、

また子ども達の療育にかかわる者に多くの有益な示唆を与えてくれるシンポジウムになるもの

と思っております。

　シンポジウムでご発表いただく先生方に心から御礼申し上げますとともに、私達小児科医も

つづけて「発達障害を持つお子様と御家族」に役立つ様なかかわり方をさせていただきたく願

って、ご挨拶にかえさせていただきます。

　　　平成19年10月 14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪小児科学会 会長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　野　恒　一
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地域での早期発見と対応の現状と課題
～就学前から就学後への連携を中心に～

岸和田市立保健センター　発達相談員

立田　幸代子
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こどもデイケアいずみの取り組み

社会福祉法人　三ヶ山学園　こどもデイケアいずみ

澤井　真理
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広汎性発達障害児への対応のポイント

あいち小児保健医療総合センター　心療科

東　　誠
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